
R ６ 年 ４ 月 １１ 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：飯塚市近郊畑

ブロッコリーの種入れから収穫作業に参加

人数：利用者最大2～3名

＜目的＞

・

ことによって人手不足の解消となる事、多くの方々に

農業を身近に感じてもらうことができる。

・

仕事の幅を広げてもらう。

＜成果＞

・

充実した時間となり種入れだけで終わらず収穫まで

やってみたいと作業事態に大変興味を示していた。

・ 課題は外作業は体力を使うため、肉体的な疲労から

意欲を奪われないよう、健康な身体づくりをしていく

必要がある。

・仕事として定期的に参加するには、年間を通して様々な作業で楽しいとこだけでなく、

大変な作業も経験を積む必要がある。

・今後の連携を強化するために、日時を決めて定期的に作業場へ入るよう日程調整を行う。

・最初から時間で最低賃金の時給が発生するのは、企業側としては負担が大きいので

作業の出来高で検討。

・障がいを抱えてる方とは思えないほどしっかりされてたので、

今後も手伝いに来て欲しいとの事。

連携先企業（担当者） 百笑　高須賀　政信

利用者からの意見・評価
・A氏男性：農家の人と関わりながら仕事ができることが楽しい。種入れから収穫までの流れを知ることができて嬉しかっ

た。大変なことが多いですが、これからも頑張っていきたい。

・B氏男性：他のメンバーさんや農家さんと楽しく作業できています。初めてブロッコリーの収穫をしましたが、やり方を教

えてもらえたのでうまくできました。大変なことも多いですが嬉しいことも多いですので、これからも休まずに頑張りま

す。

・C氏女性：大変なことも多いですが一生懸命頑張っています。収穫の時は作業が楽しく出来ています。野菜のことだけでな

く、農地の草取りや環境整備を行っていますが、きれいになると達成感があります。色々と大変ですが、体力をつけていけ

るよう無理せずにこれからも頑張っていきたいです。

参加した利用者からの意見・評価

※　ホームページへの公表に当たっては、利用者の個人名は記載せず、個人が特定されない形で記載すること。な

お、利用者が記入した書類に関しては、事業所で保管すること。

生産活動の概要：地元農家を営む百笑にて、

農家の方々には就労支援事業所の存在と連携を取る

対象者にとって様々な経験を積む事で、自分にできる

農作業の体験は対象者にとっては凄く新鮮で、

連携先の企業や事業所等の意見または評価

住　所 福岡県飯塚市平塚114-6 管理者名 坂口　裕太

・作業を繰り返していくとコツをつかんでペースも上がり、

最後まで楽しかった様子。

・苗植えから収穫、店頭販売まで一連の流れを経験すること

ができた。日時：平日不定期　10：00～12：00

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 LEAP 事業所番号 4015501978

電話番号 0948-43-2779 対象年度 R5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

様式２


